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21
世
紀
初
頭
、
小
泉
自
公

連
立
政
府
が
成
立
し
“
新
自

由
主
義
構
造
改
革
路
線
”
が

走
り
出
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
国

民
が
選
ん
だ
国
会
や
政
府

（
内
閣
）
を
超
越
す
る
経
済

財
政
諮
問
会
議
・
規
制
改
革

会
議
を
筆
頭
に
、
財
界
（
当

時
は
「
民
間
」
と
呼
ば
れ

た
）
主
導
の
“
会
議
”
が
政

府
に
よ
り
設
け
ら
れ
、
国
政

を
左
右
し
て
き
た
こ
と
だ
。

　

医
療
分
野
の
“
改
革
”

も
、“
民
間
議
員
”
の
意
見

書
に
基
づ
き
規
制
改
革
会
議

が
建
議
し
、
経
済
財
政
諮
問

会
議
で
決
定
さ
れ
実
行
に
移

さ
れ
た
。“
改
革
”
の
目
的

は
医
療
費
総
抑
制
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
“
民
間
活
力
”

“
効
率
化
”“
規
制
緩
和
”

“
競
争
力
”
と
い
う
言
葉
が

大
量
に
用
い
ら
れ
た
。

　

歯
科
医
療
は
、
そ
の
中
で

最
大
の
餌
食
と
さ
れ
た
。
特

に
、
05
年
９
月
の
“
郵
政
選

挙
”
に
よ
る
自
公
圧
勝
後
の

06
年
改
定
で
は
、
歯
科
は

“
効
率
化
”
の
余
地
が
あ
る

分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
大
打
撃
を
受
け
崩
壊
へ

の
一
途
を
た
ど
ら
さ
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
、
崖
っ
ぷ
ち
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
崖
っ
ぷ
ち
に
あ

る
の
は
一
人
歯
科
医
療
だ
け

で
な
く
、
大
多
数
の
国
民
の

生
活
が
自
公
政
権
に
よ
る
構

造
改
革
で
、
あ
る
い
は
崖
か

ら
落
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
崖

っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。

　

今
次
選
挙
の
結
果
い
か
ん

で
は
、
07
年
参
院
選
に
つ
づ

き
大
き
な
国
政
の
転
換
が
起

こ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　

２
０
１
０
年
診
療
報
酬
改

定
は
、
現
政
権
で
の
可
能
性

は
ほ
ぼ
な
い
こ
と
を
ベ
ー
ス

に
論
議
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

　

医
療
費
抑
制
の
み
を
主
眼

と
し
た
、“
財
源
”
を
表
向

き
の
理
由
と
し
た
保
険
外
併

用
療
養
費
（
混
合
診
療
）

や
、
低
点
数
路
線
、
オ
ン
ラ

イ
ン
義
務
化
な
ど
は
、
す
べ

て「
構
造
改
革
」路
線
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
“
あ
だ
花
”
で

あ
り
、
払
拭
さ
れ
る
秋
が
ま

さ
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

　

各
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や

歯
科
医
療
政
策
も
、
保
険
医

協
会
が
要
求
し
て
き
た
方
向

に
大
き
く
近
寄
り
つ
つ
あ

る
。
協
会
の
各
党
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
例
え
ば
、
診
療

報
酬
に
つ
い
て
は
、
自
公
を

除
き
、「
増
額
す
べ
き
だ
」

と
回
答
し
て
い
る
。
民
主
党

は
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
共
産
党
や
社
民
党
、
国

民
新
党
は
、
歯
科
の
診
療
報

酬
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
に
賛
成

し
て
い
る
。
政
権
交
代
と
と

も
に
各
党
の
議
席
占
有
率
が

歯
科
界
を
左
右
す
る
。

国
政
の
転
換

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（02）043403号　担当：平石
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㈲さくらハウス

売買物件募集中

　内装付き歯科医院を探されている先生方から多数
問い合わせがございます。売却予定がございました
ら是非当社にお任せ下さい

売却物件募集
歯科医院の売買ならさくらハウスへ

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪府摂津市　家賃14万円
チェア３台　パノラマ　デンタル

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪市西区　家賃33万円
チェア３台　パノラマ　レントゲン
居抜物件（賃貸）1000万円
滋賀県大津市　家賃33万円
チェア３台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪府南方面　家賃38万円　ガレージ３台有
チェア５台　パノラマ　レントゲン

詳細は当社まで

サンテレビ「医療どぉ～ナル」が本になりました！
会員価格1000円（送料込）!! 注文は協会まで（06－6568－7731）

定価1,050円（税込）
A５判96頁（旬報社）

寺谷一紀（フリーアナウンサー）
大阪府保険医協会・大阪府歯科保険医協会　編著

○崩壊寸前の救急医療
○保険が利く歯科治療を
○保険証のない子どもが増えている
○健康保険制度が崩れていく
○医療費助成制度をもっと充実させよう
○歯はいのち

主な内容

医療問題を分かりやすく、楽しく解説

待
合
室
に
ぜ
ひ
１
冊
！

歯
科
医
療
と
総
選
挙

　

協
会
の
南
河
内
地
区
は
８

日
、「
口
腔
粘
膜
疾
患
の
鑑

別
等
」
と
題
し
て
、
松
原
徳

州
会
病
院
口
腔
外
科
の
竹
内

憲
民
氏
を
講
師
に
、
地
区
講

習
会
を
開
い
た
。
竹
内
氏
は

開
口
一
番
「
口
腔
粘
膜
疾
患

は
様
ざ
ま
な
病
態
を
取
り
、

診
断
が
難
し
い
」
と
話
し
、

講
演
を
聞
く
う
ち
に
そ
の
事

を
実
感
し
た
。

　

講
演
は
①
白
色
病
変
と
は

②
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
③
良
性

悪
性
の
鑑
別―

―

の
３
点
か

ら
話
さ
れ
た
。

　

白
色
病
変
に
つ
い
て
は
、

特
に
白
板
症
の
成
り
立
ち
と

前
癌
病
変
の
経
過
観
察
に
関

す
る
考
え
方
を
解
説
。
自
分

自
身
の
経
過
観
察
に
関
す
る

基
準
が
な
い
こ
と
を
知
ら
さ

れ
た
。

　

診
断
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

多
く
の
症
例
写
真
と
共
に
粘

膜
病
変
を
総
覧
し
て
も
ら

い
、
そ
の
診
断
の
ポ
イ
ン
ト

・
悪
性
度
や
治
療
の
必
要
性

・
口
腔
外
科
へ
の
紹
介
時
期

や
紹
介
し
た
場
合
の
対
処
法

の
概
略
な
ど
を
話
し
た
。
見

た
こ
と
の
な
い
症
例
や
逆
に

先
日
見
た
の
は
も
し
か
し
た

ら
こ
れ
か
と
、
写
真
を
興
味

津
々
に
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
紹
介
し
た
場
合

に
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
か
、

ど
ん
な
検
査
や
治
療
が
あ
る

か
、
紹
介
の
必
要
の
な
い
変

化
は
ど
れ
か
な
ど
も
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

「
良
性
悪
性
の
鑑
別
」
で

は
、
そ
れ
が
い
か
に
難
し
い

か
、
し
か
し
そ
の
鑑
別
が
い

か
に
大
切
か
を
力
説
し
た
。

ま
た
開
業
医
と
口
腔
外
科
専

門
医
で
は
同
じ
病
変
で
も
見

方
が
違
う
そ
う
で
、
紹
介
し

て
診
て
も
ら
う
必
要
を
さ
ら

に
強
く
感
じ
た
。「
様
子
を

見
ま
し
ょ
う
」
は
便
利
な
言

葉
だ
が
、
粘
膜
の
タ
ー
ン
オ

ー
バ
ー
は
２
週
間
く
ら
い
で

あ
る
た
め
、
２
週
間
以
内
に

も
う
一
度
診
て
、
変
化
な
け

れ
ば
口
腔
外
科
に
紹
介
し
て

ほ
し
い
と
話
さ
れ
た
。

　

講
演
を
き
っ
か
け
に
緊
密

な
病
診
連
携
が
取
れ
る
こ
と

を
願
う
。
そ
の
た
め
に
南
河

内
地
区
に
竹
内
氏
が
居
ら
れ

る
こ
と
を
実
感
し
た
講
演
会

だ
っ
た
。

�

（
松
原
市
・
大
土
努
）

白色病変について話す竹内氏
＝８日、保険医会館　　　　

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
７
月

18
日
、
大
阪
市
内
地
区
再
編

後
の
総
会
を
開
い
た
。

　

貴
島
正
彦
副
理
事
長
が
、

再
度
地
区
総
会
を
開
い
た
経

緯
と
今
後
の
改
善
策
、
再
編

に
至
っ
た
経
過
を
説
明
。
西

淀
川
・
福
島
・
此
花
・
西
・

港
・
大
正
の
計
６
区
で
地
区

を
構
成
し
、
会
員
数
は
２
４

８
人
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し

た
。

　

責
任
者
に
は
三
井
泰
正
氏

（
西
淀
川
区
）
を
選
出
し
、

評
議
員
４
人
を
承
認
し
た
。

　

新
年
度
は
、
地
区
役
員
会

の
定
例
開
催
、
臨
床
や
医
院

経
営
、
医
科
・
歯
科
の
日
常

的
な
連
携
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
会
員
向
け
講
習
会
、
ス

タ
ッ
フ
対
象
の
接
遇
セ
ミ
ナ

ー
を
開
く
こ
と
を
活
動
計
画

と
し
て
確
認
、
予
算
案
も
了

承
し
た
。

　

協
会
は
昨
年
12
月
度
理
事

会
で
、
こ
れ
ま
で
会
員
数
に

不
均
衡
が
生
じ
て
い
た
大
阪

市
内
５
地
区
の
活
動
を
よ
り

安
定
的
に
進
め
る
た
め
、
第

２
次
医
療
圏
に
対
応
さ
せ
た

４
地
区
に
再
編
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
た
。

大阪市西部地区総会

役員会の定例開催
講習会計画を確認

経
過
観
察
は
２
週
間
が
基
準

口
腔
粘
膜
疾
患
の
診
断
法
を
解
説

南河内地区
講　習　会

2009年衆議院総選挙　歯科医療政策「政党アンケート」結果
自民党 公明党 民主党 共産党 社民党 国民新党

◆�歯科の保険給付範
囲の拡大について

回
答
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

回
答
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

【その他】
保険適用の判断基準を明確にし、審議や結果を
オープンにし、その効果や安全性が確立したも
のについて速やかに適用する。歯科医療が国民
の健康維持にとって重要であるとの観点から、
保険適用の範囲について検討していく。

【賛成】
この20年間、新たな歯科医療技術の保険収載は
ほとんどおこなわれず、安全・有効な多くの治
療法が自費診療にとどめられています。すべて
の患者に平等に医療を保障するため、保険範囲
を抜本的に拡大すべきです。

【賛成】【賛成】
予防的臨床行為を含め、大幅な拡大が必要であ
ると考えます。

◆�患者窓口負担の軽
減について

【賛成】
70歳以上の窓口負担を原則１割、現役並み所得
者は２割とする。その他の患者についても窓口
負担を引き上げないようにする。

【賛成】
公的医療制度がある国では、窓口負担は無料
か、小額の定額制であり、３割もの患者負担を
とられる日本は世界でも異常です。患者負担を
引き下げ、他の先進国では当たり前の窓口負担
ゼロの医療制度をめざします。

【賛成】【賛成】
自己負担を保険対応範囲であれ、自己負担部分
であれ、軽減することは高齢化進展の現状の中
で重要であると考えます。

◆�保険外併用療養費
（選定療養）を拡大
しないことについ
て

【賛成】
保険医療を原則とすべき。

【賛成】
歯科医療では、実績もあり、広く用いられてい
る治療法が選定療養にとどめられ、保険導入を
阻まれています。「保険でよい歯科医療」を実
現するため、選定療養の拡大はやめ、保険移行
をすすめるべきです。

【賛成】【賛成】
国民皆保険を原則とする我が国の医療・歯科医
療の中で、提供される診療行為は原則保険医療
の中で行われるべきであると考えます。治験や
高度先進医療等も保険範囲の中に早期取り込み
が図られるよう様々な行政手続き上の努力を行
うべきであると考えます。

◆�強権的な審査・指
導を改めることに
ついて

【賛成】
行政による審査・指導は、法令に則り適正に実
施されるべきだと考える。

【賛成】
地方厚生局による強権的な「審査・指導」によ
り、開業医の経営や人権が脅かされている現状
はすみやかにただす必要があります。日本共産
党の小池晃参院議員は今年３月、この問題の是
正を求める政府交渉を行いました。

【賛成】【賛成】
時として粗雑な手法で進められることのある審
査・指導は著しく現場のモチベーションを低下
させていることは否めない。法治国家として然
るべき手法で行われるべきと考えます。


